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講義時限数
授業の方法

2024年度　シラバス＆レッスンプラン

選択科目

ボンド　千保

○

実技
15
2

国際交流文化
7 5

単位数

教員紹介
英国留学、長期滞在経験にて培った英語力と、航空会社での接客実務及びJTBGMTでのインバウン
ド実務経験を活かし、アウトプット中心の講義でツーリズム業界で活かせる即戦力を身につけること
を目指します。

国際交流文化についての知識を深め、観光業やホスピタリティ業界における異文化理解とコミュニケーションスキルを向上

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

観光業における文化交流の役割　グループディスカッション: 自国の観光資源について

引き続き観光業における文化交流の役割　グループディスカッション: 自国の観光資源について

日本文化の特徴とその観光資源　日本の伝統文化紹介

講師準備資料

と評価 講義時限内 実技試験

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

講師準備資料

各国の文化と観光資源の紹介　自国文化のプレゼンテーション

1.異文化環境での柔軟性と適応力を養い、将来のキャリアにおいてグローバルに活躍できる
2.各国の文化と観光資源についての知識を深め、外国人観光客への効果的な紹介方法を身につける
3.異文化間のトラブルや課題を理解し、適切な解決策を考える能力を養う

★補助資料: 各国の文化紹介パンフレット、観光業関連の最新ニュース記事
★日本の文化・芸能鑑賞、創作体験型授業
★観光資源・文化・食事などを調べて、紹介・発表　毎週異なる国籍の学生から　ニュースを発表

授 業 概 要

講師準備資料

筆記試験

オリエンテーション
授業の目的と内容の説明　自己紹介と期待することの共有

異文化理解の基礎　異文化体験のグループディスカッション

講師準備資料

各国の文化紹介　グループディスカッション: 異文化間の共通点と違い

引き続き各国の文化紹介　グループディスカッション: 異文化間の共通点と違い

引き続き各国の文化紹介　グループディスカッション: 異文化間の共通点と違い

各国の文化と観光資源の外国人観光客への効果的な紹介方法グループディスカッション

(最終回)　　特技・ゲームで交流　　＆　最終感想文（29分）

引き続き日本文化の特徴とその観光資源　日本の伝統文化紹介

引き続き日本文化の特徴とその観光資源　日本の伝統文化紹介

引き続き　各国の文化と観光資源の紹介　自国文化のプレゼンテーション

引き続き　各国の文化と観光資源の紹介　自国文化のプレゼンテーション

講師準備資料

講師準備資料

受講態度 作品
試験 試験期間中 小テスト レポート


